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「子どもの保健・実習」第３版　発刊によせて

本書は、2010（平成22）年に改訂・出版された「新訂　小児保健実習―すこやかな育ちをサポートす

るために」が、2012（平成24）年から「子どもの保健実習―すこやかな育ちをサポートするために」 

と名称変更、2013年の第２版から「子どもの保健・実習」となり、今回監修者や執筆者も一部交代し

第３版となりました。本書は子どもの保健の内容を十分に含んでおり、実習にも活用できるとして、長

年にわたり保育士養成課程のみならず、保育現場においてもご活用いただいております。

今回の改訂では、2017（平成29）年の保育所保育指針の改定を受け、乳児・１歳児以上３歳未満児の

保育の重要性を鑑み、保育活動を通して「育みたい３つの資質・能力」「幼児期の終わりまでに育って

欲しい10の姿」を念頭に加筆しました。また、新設科目「子どもの健康と安全」の内容に準拠し、第

４～８章で加筆修正しました。さらに、「障害者差別解消法」の施行を受け、障害のある子どもへの対

応を充実しました。全体的に、昨今の育児上の関心事などを踏まえ、保育現場での考え方の基本、保護

者の心配に対応するための知識なども含め、記述や脚注を充実させております。

以下は、第２版までの編著者代表である故・兼松百合子先生の文章をそのまま引用させていただきます。

このスタンスは、本改訂においても踏襲させていただきました。

本書では、現在の保育・保育所等に求められるニーズは、子どもと保護者の両者に関する多様なもので

あることから、保護者とともに子どもの教育・養護に当たることを強調し、充実した保育を行い、多様

な問題に対処するためには、多くの専門職者との連携・協働が必要であることを述べています。 本書

で初版から重視していることは、“理論に基づく実践”ということです。保育の実践において、なぜそ

うするのかを理解し、関連する事項にも目を向けるという、実践の基本姿勢を学んでいただきたいと思

います。そのために、各章・節は各事項の背景、根拠となる理論、技術、保育現場での実際を、確かな

情報に基づき、正確かつ詳細に、わかりやすい記述を心がけています。各自に各章の終わりにある＜実

習のための課題＞に取り組み、文献を読んで、主体的に学んでいただきたいと思います。

本書が、保育を学ぶ学生諸氏と、その教育を担当される先生方や保育の現場の方々のために役立つこと

を、心から願っています。よりよいものにしていきたいと思っていますので、どうぞ忌憚のないご意見

をお聞かせください。

2019年４月

第３版編著者代表　荒木暁子
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